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一 般 質 問 　 　主な質問と答弁

※二項道路…�建築基準法第42条第２項に規定する道路。昭和25年当時から既に道として使用され、
道に沿って建物が立ち並んでいた幅員1.8m以上４m未満の道路。

も
・
若
者
の
育
成
支
援
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、

す
べ
て
の
若
者
を
自
立
へ
と
つ

な
ぐ
た
め
の
総
合
的
な
基
本
計

画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
、「
子
ど
も
・

若
者
計
画
」の
協
議
に
お
い
て
、

社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上
で

困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

の
育
成
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
り
、
特
に
中

学
校
卒
業
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
課
題

と
し
て
と
ら
え
、
義
務
教
育
終

了
後
の
若
者
を
対
象
と
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
備
え
た
サ

ポ
ー
ト
相
談
窓
口
の
設
置
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

い
地
域
を
優
先
し
て
行
う
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
、
具
体
的
に

ど
の
地
域
に
設
置
す
る
予
定
な

の
か
。

答
弁　

今
後
の
保
育
所
整
備
に

つ
い
て
は
、
来
年
四
月
入
所
へ

の
緊
急
的
な
対
応
と
し
て
、
藤

沢
駅
及
び
辻
堂
駅
周
辺
に
、
既

存
建
物
の
改
修
に
よ
っ
て
年
度

内
に
整
備
が
可
能
な
賃
借
型
の

保
育
所
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
鵠
沼
、
藤
沢
、
明

治
、
湘
南
台
の
い
ず
れ
か
の
地

域
に
、
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活

用
し
た
整
備
を
進
め
、
年
度
内

に
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
。

質
問　

駅
周
辺
の
地
価
が
高
い

地
域
に
限
定
し
た
整
備
で
は
、

建
物
の
賃
借
料
等
整
備
費
用
が

柳
沢　

潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

市
内
の
中
小
企
業
が
活

性
化
す
る
こ
と
で
、
資
金
の
循

環
等
が
促
進
さ
れ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

地
域
経
済
の
活
性
化
に

吉
田　

淳
基

　
　
　
　
　
　
（
自
由
松
風
会
）

質
問　

市
内
に
は
多
数
の
ク
ラ

ン
ク
道
路
（
線
形
に
凹
凸
が
生

じ
て
し
ま
っ
て
い
る
道
路
）
が

存
在
し
て
い
る
が
、
通
行
が
不

便
で
あ
る
こ
と
、
死
角
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
住
民
に
と
っ

て
危
険
な
状
態
に
あ
る
。
景
観

は
、
市
内
取
引
の
拡
大
や
市
内

消
費
の
促
進
に
よ
る
地
域
経
済

の
循
環
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
、
市
内
経
済
を
支
え

る
中
小
企
業
の
活
性
化
は
必
須

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
二

十
三
年
四
月
に
策
定
し
た
藤
沢

市
産
業
振
興
計
画
の
中
で
、
中

小
企
業
発
展
の
た
め
の
「
金
融

支
援
の
推
進
」
や
「
市
内
企
業

の
取
引
拡
大
支
援
と
交
流
促
進
」

な
ど
、
総
合
的
支
援
を
基
本
戦

略
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
地
域

経
済
の
活
力
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

最
近
で
は
、
こ
の
基
本
戦
略

の
構
成
事
業
で
あ
る
ふ
じ
さ
わ

産
業
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、
市

内
中
小
企
業
の
受
発
注
促
進
を

目
的
と
し
た
「
工
場
・
研
究
所

名
鑑
」
掲
載
企
業
等
に
よ
る
名

高
く
な
り
事
業
者
の
負
担
が
ふ

え
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁　

駅
周
辺
で
は
、
建
物
の

賃
借
料
等
が
高
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
保
育
の
質
や

運
営
等
に
支
障
が
な
い
範
囲
で

の
事
業
計
画
を
立
て
る
こ
と
に

よ
り
事
業
費
を
抑
制
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
駅
周
辺
に
限
ら
ず
、
保
育

需
要
の
多
い
地
域
を
優
先
し
、

地
域
性
や
利
便
性
に
配
慮
し
て

整
備
を
進
め
て
い
く
。　
　

の
面
や
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
、

是
正
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

答
弁　

ク
ラ
ン
ク
道
路
は
、
開

発
行
為
に
お
け
る
都
市
計
画
法

施
行
令
と
建
築
基
準
法
に
よ
る

道
路
後
退
の
取
り
扱
い
の
相
違

に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

都
市
計
画
法
施
行
令
で
は
、
開

発
区
域
に
接
す
る
道
路
の
幅
員

は
四
㍍
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
建
築
基
準
法
に
お
い
て

も
建
築
物
の
敷
地
は
幅
員
四
㍍

以
上
の
道
路
に
接
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
二
項
道
路
（
※
）
に

つ
い
て
は
、
道
路
の
中
心
線
か

ら
二
㍍
後
退
し
た
位
置
を
道
路

の
境
界
線
と
み
な
し
、
こ
の
道

路
に
面
し
て
建
築
物
を
建
築
す

る
際
に
は
、
そ
の
み
な
し
境
界

線
よ
り
敷
地
側
に
建
て
る
こ
と

に
な
る
。
二
項
道
路
に
面
す
る

敷
地
が
開
発
行
為
に
よ
り
片
側

一
方
後
退
を
し
て
、
道
路
幅
員

が
四
㍍
以
上
に
拡
幅
さ
れ
た
場

刺
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
お
り
、
今
後
も
中
小
企
業
活

性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

原　

輝
雄

　
　
　
　
　
　
　
（
さ
つ
き
会
）

質
問　

有
機
質
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
経
営
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市
の
直

営
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
場
合
の
市
の
負
担
等

の
想
定
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

本
施
設
を
市
が
直
営
で

運
営
す
る
場
合
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
原
材
料
の
搬
入
、
堆
肥

の
販
売
、
施
設
の
維
持
管
理
等

の
状
況
に
よ
り
変
動
す
る
が
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
平
成
二
十
一
年
度
決

連
の
道
路
空
間
を
確
保
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
川　

和
広

　
　
　
　
（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

商
店
街
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
振
興
施
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

商
店
街
振
興
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
活
性
化
に
向
け

た
支
援
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年

度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
、
専
門
家
と
と
も

に
各
商
店
街
の
特
徴
を
生
か
し

た
特
色
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら

う
よ
う
「
商
店
街
に
ぎ
わ
い
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
創
設

し
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。
現

在
、こ
の
新
た
な
事
業
に
対
し
、

十
四
の
商
店
街
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
各
商
店
街
の
特
色
づ

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

本
事
業
の
実
施
に
よ
る

市
民
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

導
入
当
初
の
四
月
は
、
出
し
方

や
分
別
が
わ
か
り
に
く
い
と
い

っ
た
意
見
が
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
イ
ラ
ス
ト
入
り
カ
レ
ン
ダ

ー
の
収
集
日
程
も
理
解
さ
れ
、

排
出
日
の
混
乱
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ン
や
廃
食

用
油
の
排
出
量
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
も
、
資
源
の
出
し
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
き
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

資
源
収
集
量
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
四
月
は
資
源
収
集
量
が

予
想
よ
り
多
く
、
収
集
現
場
も

混
乱
し
た
が
、
収
集
コ
ー
ス
の

見
直
し
や
収
集
車
両
の
改
良
等

に
よ
り
、
現
在
で
は
収
集
職
員

の
負
担
増
も
解
消
し
て
い
る
。

質
問　
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

本
年
度
の
事
業
計
画
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
商
店
街
団

体
と
調
整
を
し
て
い
る
。

質
問　

商
店
街
活
性
化
に
向
け
、

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
て

い
る
と
思
う
が
、
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
方
法
及
び
そ
の
活

用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
度
に
公
益
社
団
法
人
藤
沢
市

商
店
会
連
合
会
と
本
市
の
連
名

で
商
店
街
に
対
す
る
市
民
の
意

識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
調
査
対
象
と
し
て
、
商
店

街
利
用
者
、
地
域
住
民
、
子
育

て
世
代
を
念
頭
に
置
い
て
実
施

し
た
も
の
で
、
現
在
、
集
計
作

業
を
進
め
て
お
り
、
集
計
結
果

が
ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
区
の

商
店
街
団
体
へ
伝
え
る
と
と
も

に
、
商
店
街
活
性
化
策
へ
の
積

極
的
な
活
用
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

こ
れ
ま
で
自
治
会
・
町
内
会
に

支
給
さ
れ
て
き
た
資
源
協
力
金

に
つ
い
て
は
変
更
と
な
る
が
、

こ
の
点
に
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。

自
治
会
・
町
内
会
の
大
切
な
資

金
で
も
あ
り
、
な
く
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
の

存
続
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

資
源
協
力
金
に
つ
い
て

は
、
本
年
三
月
に
自
治
会
・
町

内
会
長
宛
て
に
資
源
品
目
別
戸

別
収
集
実
施
後
の
協
力
金
の
考

え
方
や
変
更
内
容
に
つ
い
て
通

知
し
て
い
る
が
、
七
月
に
は
新

制
度
に
よ
る
初
め
て
の
協
力
金

を
支
払
う
た
め
、
再
度
周
知
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
資
源

協
力
金
が
自
治
会
・
町
内
会
の

活
動
資
金
の
一
部
に
な
っ
て
い

る
現
状
は
十
分
理
解
し
て
お
り
、

今
後
も
現
行
制
度
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

合
、
道
路
反
対
側
の
み
な
し
境

界
線
が
な
く
な
り
、
建
築
物
は

現
況
の
道
路
境
界
線
で
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
ク
ラ
ン
ク
道
路
が
生
じ

る
。

　

今
後
は
、
通
行
の
安
全
性
を

よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、ま
た
、

ク
ラ
ン
ク
道
路
を
少
し
で
も
な

く
し
て
い
く
た
め
、
他
自
治
体

算
を
ベ
ー
ス
に
現
金
収
支
の
み

か
ら
試
算
す
る
と
、
収
入
は
約

八
千
八
百
万
円
、
支
出
は
約
一

億
二
百
万
円
で
、
年
間
約
千
四

百
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
の

額
が
市
の
負
担
額
に
相
当
す
る
。

二
十
三
年
度
決
算
に
つ
い
て
同

様
に
試
算
す
る
と
、
収
支
差
額

は
約
四
千
万
円
の
赤
字
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
耐
用
年
数
の
経
過

等
に
伴
い
、
設
備
の
改
良
、
更

新
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
そ

の
機
器
に
つ
い
て
は
、
稼
働
当

初
の
導
入
費
用
が
約
四
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
同
規
模
の
財
源

が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い

と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　

本
施
設
に
つ
い
て
は
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
、
す
べ
て
の
選
択

肢
を
排
除
せ
ず
に
今
後
の
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
る
。
今
後
、
国
・
県
と
の

協
議
や
関
係
者
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
そ
の
結
果
や
脱
臭
設

備
の
詳
細
設
計
金
額
及
び
事
業

の
経
営
状
況
、
今
後
の
本
市
の

畜
産
振
興
の
あ
り
方
等
を
踏
ま

え
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
本
事
業
を
継
続
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。

の
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
取
り
扱
い
を
見
直

し
、
開
発
行
為
に
よ
る
一
方
後

退
で
道
路
幅
員
が
四
㍍
以
上
確

保
さ
れ
た
場
合
で
も
、
二
項
道

路
の
み
な
し
境
界
線
が
残
る
も

の
と
し
、
二
㍍
の
中
心
後
退
を

義
務
づ
け
た
対
応
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

少
な
く
と
も
四
㍍
の
幅
員
で
一

加
藤　

な
を
子

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

本
年
四
月
か
ら
市
内
全

域
で
の
資
源
品
目
別
戸
別
収
集

が
始
ま
っ
た
が
、
毎
日
の
ご
み

出
し
を
行
う
市
民
の
負
担
感
や

資
源
収
集
量
の
増
加
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を
認
識

竹
村　

雅
夫

　
　
　
　
（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

平
成
二
十
二
年
四
月
に

成
立
し
た
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
に
お
い
て
は
、
育

成
支
援
施
策
推
進
の
た
め
の
枠

組
み
作
り
と
し
て
の
「
子
ど
も

・
若
者
計
画
」
の
作
成
や
、「
子

ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
」

の
設
置
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

の
責
務
を
定
め
て
い
る
が
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
進

め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

本
市
で
は
、
二
十
三
年

度
か
ら
青
少
年
問
題
協
議
会
に

お
い
て
、
新
し
い
法
律
に
基
づ

き
現
行
の
「
青
少
年
育
成
の
基

本
方
針
」
を
改
定
し
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
子
ど
も
・
若
者
の

育
成
支
援
に
関
す
る
項
目
を
取

り
込
む
「
子
ど
も
・
若
者
計
画
」

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
そ

の
計
画
期
間
は
二
十
五
、
二
十

六
年
の
二
年
間
で
、
二
十
七
年

度
以
降
は
、
子
育
て
か
ら
子
ど

桜
井　

直
人

　
　
　
　
（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問　

今
年
度
の
保
育
所
整
備

に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
多

子
ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援

す
べ
て
の
若
者
を
自
立
へ
と
つ
な
ぐ

  

　
義
務
教
育
終
了
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
等
も
検
討

市内企業の交流を促進
中小企業活性化

名刺交換会の開催等に取り組む

保
育
所
整
備
計
画

今
後
の
取
り
組
み
は

危
険
な
ク
ラ
ン
ク
道
路

解
消
に
向
け
た
対
応
を

有
機
質
資
源
再
生

事
業
継
続
の
判
断
は

資
源
品
目
別
戸
別
収
集

市
民
負
担
増
の
認
識
は

商
店
街
振
興
施
策

今
後
の
取
り
組
み
は

中小企業の活性化を目的として作成された「工場・研究所名鑑」

線形に凹凸が生じ、危険が指摘されているクランク道路


